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はじめに 

日本銀行のマイナス金利政策による超低金利が長期化し、金融機関にとって厳しい経営環境が

続いている。こうした中、各金融機関は店舗統廃合や人員削減などによるコスト圧縮、Fintech な

どＩＴ化の推進、活動基盤の拡大などに努め、生き残りを図っている。 

企業の資金需要に対応するだけでなく、企業側のニーズに見合うよう金融機関の取り組みは多

様化。コンサルティング機能や課題解決機能を高め、人材育成、事業承継に対する支援も強化し

ている。しかし、2020 年は新型コロナウイルス感染症の拡大という想定外の事態に直面。多くの

企業の活動や業績にマイナスの影響が及ぶ事態となり、取引企業の事業継続や再建に向け金融機

関、特にメインバンクが担う役割は非常に大きくなっている。一方、金融機関にとって長期的に

安定した資金供給や経営支援を通じ成長が期待できる取引企業の確保が、これまで以上に重要な

課題として位置づけられている。 

帝国データバンクでは、2020 年 10 月末時点の企業概要ファイル「COSMOS２」（全国約 147 万社・

長野県内約２万 6000 社収録）を対象に、各企業がメインバンクとして認識している金融機関を抽

出し、集計した。この数字は、企業側の認識に基づいたものであるため、金融機関側の認識と異

なる場合がある。 

 

特別企画：長野県内メインバンク動向調査（2020 年版） 

県内メインバンクシェア、１位は「八十二銀行」で 53％
県内に本店を置く２地銀・６信金・１信組がトップ 10 入り 
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１．トップ 10 は地元２地銀・６信金・１信組と１都銀 
2020 年 10 月末時点における長野県内メインバンク調査。企業がメインバンクと認識している金

融機関のトップは「八十二銀行」で、構成比は 53.06％だった。各都道府県別のトップシェアバン

クをみると、同行を含め 18行がシェア 50％を超えている。なお、同行は全国のメインバンクシェ

アでも 17 位（0.97％）と上位にランクされている。 

２位は「長野銀行」（8.20％）。以下、「長野信金」（7.78％）、「飯田信金」（4.99％）、「長野県信

組」（4.87％）、「松本信金」（4.28％）、「諏訪信金」（3.48％）、「アルプス中央信金」（3.36％）、

「上田信金」（2.89％）と続き、９位までは県内に本店を置く金融機関（２地銀・６信金・１信組）

が名を連ねる。10 位は都市銀行の「三井住友銀行」。県外本店でトップ 10 入りしているのは同行

だけ。また、11位～20 位には各地の農協が多数入っている（以上、前ページの表参照）。 

なお、全国企業のメインバンクシェアでは、上位にメガバンクが並んでいる。トップは「三菱

ＵＦＪ銀行」、以下「三井住友銀行」「みずほ銀行」と続く（次ページ・下の表参照）。 

 

 

２．７業種中５業種で「八十二銀行」のシェアが 50％以上 
県内のメインバンクシェアを７業種（「建設」「製造」「卸売」「小売」「不動産」「運輸・通信」

「サービス」）別にしたのが下表（上位５金融機関）。トップはいずれも「八十二銀行」だったが、

シェアは「卸売」（58.24％）が最も高く、５業種で 50％を超えた。 

「製造」「小売」「不動産」「サービス」の４業種で「長野銀行」が２位、「建設」「卸売」「運輸・

通信」の３業種で「長野信金」が２位だった。 

 

 

３．地区別では信用金庫が上位に、飯田地区では「飯田信金」がトップ 
長野県を６地区（「北信」「東信」「中信」「南信①（諏訪地区）」「南信②（伊那地区）」「南信③

（飯田地区）」）に区分し、各地区のメインバンクシェアを算出した（次ページ・上の表参照）。そ

れぞれの地区を主要エリアとする信用金庫が１位あるいは２位にランク。「南信③（飯田地区）」

では、「飯田信金」が 58.13％でトップだった。その他の５地区では「八十二銀行」がトップとな

り、「北信」は「長野信金」、「東信」は「上田信金」、「中信」は「松本信金」、「南信①（諏訪地区）」

は「諏訪信金」、「南信②（伊那地区）」は「アルプス中央信金」が２位に入っている。「長野銀行」

は６地区中４地区で３位。 

「八十二銀行」のほか、「長野県信組」も６地区すべてでトップ５入りしている。 
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４．売上高「50 億円以上」の区分ではメガバンクが目立つ 
 年売上高別のメインバンクシェアでは、６区分いずれも「八十二銀行」の構成比が最大。「10

億円以上 50 億円未満」では 61.63％と６割を超えている。「長野銀行」は３区分で、「長野信金」

は２区分で２位。 

「10 億円未満」の４区分は、トップ５がいずれも県内の金融機関だったのに対し、「50 億円以

上」ではトップ５のうち３金融機関をメガバンクが占めた。 
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当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。 

著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用を超えた複製および転載を固く禁じます。 

【内容に関する問い合わせ先】  

株式会社帝国データバンク 松本支店 担当:奥原 

TEL 0263-33-2180  FAX 0263-35-7763 


